
随
想

本
年
は
熊
本
に
と
っ
て
、
ま
た
私
に
と
っ
て
も
、
大
変
な
年
で
し
た
。

平
成
二
八
（
二
○
一
六
）
年
四
月
十
四
日
二
一
時
二
六
分
、
十
六
日
一
時

二
五
分
、
熊
本
を
大
地
震
が
襲
い
ま
し
た
。
私
の
家
は
ま
さ
に
震
源
地
・
熊

夏
目
瀬
石
紀
念
の
年
に
思
う

は
じ
め
に

(図1）被災した五校記念館

私
の
家
は
ま
さ
に
震
源
地
・
熊

本
地
方
に
あ
り
ま
し
た
。
熊
本

大
学
五
校
記
念
館
も
被
災
し
ま

し
た
（
図
１
）
。
今
思
い
返
し
て

も
、
も
う
二
度
と
経
験
し
た
く

な
い
出
来
事
で
し
た
。
熊
本
大

地
震
に
際
し
、
応
援
・
お
見
舞

い
下
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
巳
む
に
や
ま
れ
ず
、
言

と
凹
・
写
真
の
作
品
を
形
に
し

神
野
雄
二

平
成
二
八
年
は
夏
目
瀬
石
（
一
八
六
七
〈
慶
雁
三
〉
年
二
月
九
日
’
一
九

一
六
〈
大
正
五
〉
年
十
二
月
九
日
）
が
熊
本
に
来
て
一
二
○
年
、
没
後
一
○

○
年
に
あ
た
る
。
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
四
月
十
三
日
、
激
石
は
熊
本

の
第
五
高
等
学
校
（
現
在
の
熊
本
大
学
）
の
教
師
と
し
て
愛
媛
の
松
山
中
学

か
ら
転
任
し
た
。
五
校
に
関
し
て
「
第
五
高
等
学
校
ｌ
熊
本
大
学
五
校
記
念

館
図
録
」
（
熊
本
大
学
五
校
記
念
館
図
録
編
集
委
員
会
編
著
、
国
立
大
学
法
人

熊
本
大
学
五
校
記
念
館
発
行
、
二
○
○
七
年
一
○
月
）
が
詳
し
い
。
彼
は
熊

本
に
は
約
五
年
間
滞
在
し
た
が
、
熊
本
で
の
生
活
が
、
後
に
「
草
枕
』
や

『
二
百
十
日
」
の
小
説
と
し
て
結
実
し
た
。

私
は
縁
あ
っ
て
熊
本
に
来
て
十
四
年
に
な
る
が
、
淑
石
の
史
跡
の
多
く
を

訪
ね
歩
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
肥
後
・
熊
本
学
ｌ
書
道
を
中
心
と
し

て
ｌ
」
と
し
て
、
熊
本
の
書
道
を
中
心
に
文
化
人
を
取
り
上
げ
拙
文
を
執
筆

し
て
き
た
。
中
で
夏
目
瀬
石
も
何
回
か
取
り
上
げ
た
。
い
ず
れ
纏
め
た
い
と

考
え
て
い
る
℃
「
激
石
の
書
」
に
つ
い
て
は
言
う
に
及
ば
ず
、
熊
本
に
お
け
る

書
道
の
歴
史
さ
え
書
か
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

瀬
石
は
熊
本
時
代
、
多
く
の
知
友
を
も
っ
た
が
、
長
尾
雨
山
二
八
六
四

て
残
し
ま
し
た
。
総
合
文
化
誌
『
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
第
一
五
号
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
く
ま
も
と
文
化
振
興
会
、
二
○
一
六
年
六
月
）
に
作
品
を
掲
載
下
さ

い
ま
し
た
の
で
、
見
て
下
さ
い
ま
す
と
幸
い
で
す
。

長
尾
雨
山
の
こ
と
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